
大森一生

●高梁市の急激な人口減少、超高齢
化社会を迎え縮小する社会に対応
したまちづくりとそれに向けた社会
資本整備について
●高梁市の公共施設における建設、
運営、管理の考え方と新図書館を
核にした駅前複合施設の意義及び
その持続可能性、健全性について

妹尾直言

●新図書館の問題について

新図書館の管理運営
をCCCに委託すること
は問題が多いのでは
ないか

必要とされる方はこ
れまでどおり専門の
サービスを受けること
ができる

CCCを指定管理予定者
として進めていく

介護保険制度改正に
より、高齢者が十分
なサービスを受けるこ
とができなくなるので
はないか

要支援者の対応は進
んでいるのか

地方創生とは、新図書館、
駅前複合施設などの中心
市街地のにぎわいと旧４町
などの周辺部のまちづくり
とセットで考えていくことで
はないのか

地区社協に協議体を
設置できるよう調整し
ている

周辺地域に小さな拠点を
整備し、中心部のにぎわ
いに連携させていく

地
方
創
生
の
理
念
と
新
図
書
館
を
核

に
し
た
駅
前
複
合
施
設
の
意
義
、
及

び
そ
の
持
続
性
と
健
全
性
に
つ
い
て

大
森　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
指
定
管
理
あ
り
き
で

駅
前
複
合
施
設
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
旧
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
で
指
定
管
理
者

制
度
の
問
題
を
学
ん
だ
は
ず
だ
。
こ
の
よ

う
な
地
方
創
生
の
理
念
と
、
こ
れ
ま
で
の

市
政
と
真
逆
の
よ
う
な
進
め
方
、
抽
象

的
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
で
は
賛
成
で
き
な

い
。
そ
れ
に
は
地
元
の
資
本
、
人
材
、
大

学
を
活
用
し
た
、
特
に
若
い
人
を
巻
き
込

ん
だ
具
体
的
な
政
策
の
展
開
が
必
要
。
同

時
に
周
辺
地
域
、
農
村
部
の
活
性
化
、
所

得
の
向
上
を
セ
ッ
ト
に
し
た
地
域
で
お
金

と
人
材
を
好
循
環
さ
せ
る
政
策
が
、
稼
げ

る
ま
ち
の
実
現
が
地
方
創
生
で
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
。

市
長　

経
済
を
伴
っ
た
、
持
て
る
資
産

を
活
用
し
た
計
画
を
進
め
て
い
く
。

ど
を
活
用
し
て
い
く
。
住
民
主
体
で
介

護
予
防
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
、

市
内
14
地
区
に
あ
る
地
区
社
協
に
協
議

体
を
設
置
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

宮
田　

新
し
い
介
護
予
防
は
、
必
要
性

に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
に
不
満

が
生
じ
ぬ
よ
う
、
し
っ
か
り
説
明
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
は
65
歳
以
上
の
方

１
人
を
１
・
５
３
人
で
支
え
て
い
る
が
、

２
０
４
０
年
に
は
１
・
０
７
人
で
支
え
る

こ
と
に
な
る
。
受
け
る
側
も
提
供
す
る

側
も
協
力
し
て
、
活
動
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
制
度
自
体
が
成
り
立
っ
て
い

か
な
い
と
考
え
る
。
制
度
改
正
の
説
明

は
十
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

高
梁
市
の
人
口
減
少
経
済
、
縮
小
社
会

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
公
共
施
設

の
ラ※

１

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
つ
い
て

大
森　

縮
小
社
会
に
お
い
て
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
見
直
し
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
は
不
可
避
。
駅
前
複
合
施
設
、
新
市

庁
舎
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
ラ※

１

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
建
設
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
は
そ
の
コ
ス
ト
は
正

直
考
え
て
こ
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ
の

結
果
、
維
持
管
理
費
、
統
廃
合
な
ど
の

問
題
が
今
に
な
っ
て
出
て
き
て
い
る
。

そ
れ
を
教
訓
に
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り

考
え
て
い
く
。

大
森　

そ
れ
に
は
、
公
会
計
制
度
（
複※

２

式
簿
記
）
を
導
入
し
、
市
職
員
の
人
件

費
等
を
含
め
た
フ
ル
コ
ス
ト
、
ス
ト
ッ

ク
情
報
を
活
用
し
た
政
策
、
Ｐ※

３

Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。

宮
田　

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
要

支
援
認
定
者
は
、
全
国
一
律
の
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
か
ら
市
町
村
が
運
営
主
体

の
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
対
象
者
は
何
人
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
要
支
援
1
の

方
が
４
３
８
人
、
要
支
援
2
の
方
は

３
２
７
人
の
計
７
６
５
人
。
こ
の
う
ち

通
所
介
護
が
１
９
７
人
、
訪
問
介
護
は

１
５
０
人
が
受
け
て
い
る
。

宮
田　

通
所
介
護
と
訪
問
介
護
の
対
象

者
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
市
が
運
営
主

体
と
な
る
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
準
備
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
長　

専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
方
は
市
が
指
定
し
た
事
業
所

で
受
け
て
い
た
だ
く
。
他
の
方
は
介
護

予
防
事
業
や
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

教
育
委
員
会
が
主
導
性
を
発
揮
し
て
進

め
て
い
く
。
本
年
５
月
よ
り
説
明
会
を

開
催
し
て
お
り
、
統
合
に
つ
い
て
は
学

校
単
位
で
ま
と
ま
っ
て
合
意
を
い
た
だ

き
た
い
。

市
民
提
案
に
つ
い
て

石
田　

薬
草
栽
培
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
廃
校
活
用
に
関
す
る
市

民
提
案
へ
の
対
応
は
。

副
市
長　

薬
草
栽
培
に
つ
い
て
は
総
合

的
支
援
策
を
考
え
て
い
る
。

市
長　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
婚
活
だ
け
で
は
な
く
起
業
に
も
つ
な

が
る
。
不
足
し
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

健
康
福
祉
部
長　

廃
校
活
用
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
福
祉
、
雇
用
、
遊
休
資
産

活
用
に
資
す
る
も
の
で
、
精
査
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

石
田　

地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

介
護
予
防
の
支
援
が
可
能
か
。

市
長　

住
民
の
技
や
経
験
を
生
か
し
て

も
ら
い
た
い
。
地
域
の
取
り
組
み
を
促

す
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
く
。

就
学
前
児
童
の
保
育
・
教
育
に
つ
い
て

石
田　

施
設
間
で
利
用
者
に
偏
り
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

人
数
の
差
は
あ
る
が

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
調
整

に
つ
い
て
強
制
は
で
き
な
い
の
で
個
別

に
お
話
し
し
て
い
き
た
い
。

学
校
統
合
に
つ
い
て

石
田　

学
校
統
合
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
の
能
力
を
最
大
限

伸
ば
す
こ
と
を
念
頭
に
、
歴
史
や
実
情
、

保
護
者
や
地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

妹
尾　

複
合
施
設
（
図
書
館
）
の
建
設

か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
の
指
定
管
理
等
の
進
め

方
を
見
て
い
る
と
「
高
梁
ら
し
い
図
書

館
の
あ
り
方
、
運
営
の
あ
り
方
」
の
本

質
的
な
議
論
を
し
て
い
な
い
。
な
し
崩

し
的
に
既
成
事
実
の
積
み
重
ね
だ
け
の

行
政
の
進
め
方
に
問
題
が
あ
る
。
３
月

議
会
に
は
予
算
や
指
定
管
理
の
議
案
を

提
案
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
市
民
・
議
会

へ
の
説
明
は
十
分
さ
れ
る
の
か
。

教
育
次
長　

議
会
に
提
案
す
る
ま
で
に

は
説
明
と
議
論
の
場
を
設
け
た
い
。

妹
尾　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
支
払
わ
れ
る
年
間

１
億
６
０
０
０
万
円
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

（
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
補
助
金
等
）
に
使
わ

れ
る
お
金
と
同
じ
で
あ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る
。
市
全
体
を
考

え
た
使
い
方
に
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
次
長　

指
定
管
理
料
は
市
税
、
地

方
交
付
税
か
ら
支
払
わ
れ
る
。

妹
尾　

日
本
中
で
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
図
書
館
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
問
題
が
起
き
て
い

る
。
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、

再
考
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
の
か
。

教
育
次
長　

時
間
を
か
け
て
対
応
す
る

の
で
問
題
は
起
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

妹
尾　

新
図
書
館
を
駅
前
に
建
設
す
る

こ
と
も
問
題
だ
が
、
図
書
館
を
核
と
し

た
複
合
施
設
が
い
つ
の
間
に
か
、「
に

ぎ
わ
い
の
拠
点
」
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
駅
周
辺
だ
け
が
に
ぎ
わ
っ
て
も
市

全
体
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
指
定
管
理
料
、
年
間

1
億
６
０
０
０
万
円
（
市
民
一
人
当
た

り
の
負
担
約
５
０
０
０
円
）
と
い
う
行

政
の
進
め
方
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

多
く
の
人
が
図
書
に
触
れ

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
人
が
よ
り
多
く

集
ま
る
所
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

●介護保険制度改正への対応
について
●就学前児童の保育、教育につ
いて
●学校統合について
●市民提案について

石田芳生

宮田好夫

●新図書館について
●介護保険サービスについて
●学童保育について
●高梁市まち・ひと・しごと総合
戦略について

※１　建設費から、水光熱費、点検・保守・清掃費などの運用維持管理費用、修繕・更新費用、解体処分費や税金・保険費用までの費用のこと
　　　建物は竣工後から解体廃棄されるまでの期間に建設費のおよそ3〜 4 倍の費用がかかるといわれています
※２　行政の決算は通常単式簿記の現金主義で行われる
※３　計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→改善（Action）の４段階を繰り返すことによって業務を継続的に改善する手法
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